
23

　
子
規
は
室
町
か
ら
江
戸
の
俳
書
に
あ
る
俳
句

を
、
季
題
別
に
分
類
す
る
大
仕
事
に
着
手
。
原

稿
は
、
ゆ
う
に
大
人
の
身
長
を
超
え
た
と
い
う
。

こ
れ
が
俳
句
開
眼
の
下
地
と
な
り
、
鋭
い
批
評

眼
が
養
わ
れ
た
。
子
規
は
、
俳
句
は
も
っ
と
自

由
で
多
様
で
あ
る
べ
き
と
、
革
新
の
声
を
あ
げ

る
。
二
人
以
上
で
、
発
句
（
５・７・５
）
と
短

句
（
７・７
）
を
延
々
と
繰
り
返
す
連
句
か
ら
、

発
句
を
独
立
さ
せ
、
俳
句
と
よ
ん
だ
。

　
ま
た
芭
蕉
の
神
格
化
を
否
定
。
特
に
、
宗
匠

が
月
毎
に
行
っ
て
い
た
芭
蕉
風
の
句
会
を
「
月

並
調
」
と
批
判
。
感
情
に
迫
っ
て
こ
な
い
。
着

想
が
形
式
的
で
新
鮮
味
が
な
い
。
用
語
の
使
用

も
決
ま
り
き
っ
て
い
る
。「
月
並
み
」
と
い
う
言

葉
が
、
陳
腐
・
平
凡
の
否
定
的
な
意
味
に
用
い

ら
れ
る
の
は
、
子
規
の
表
現
に
由
来
す
る
。

　
子
規
の
俳
論
の
中
心
は
写
生
に
あ
っ
た
。
写

生
と
は
、
目
に
見
え
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、

感
じ
た
こ
と
や
目
に
見
え
な
い
も
の
も
、
見
え

る
よ
う
に
書
く
こ
と
。
鮮
明
な
印
象
を
絵
画
風

に
伝
え
る
蕪
村
に
近
い
。
子
規
は
、
蕪
村
を
芭

蕉
に
匹
敵
す
る
俳
人
と
位
置
づ
け
た
。

　
同
時
に
短
歌
の
革
新
に
も
着
手
。「
貫
之
は
下

手
な
歌
よ
み
に
て
、
古
今
集
は
く
だ
ら
ぬ
集
で

あ
る
…
」。
新
鮮
な
写
生
歌
の
万
葉
集
を
評
価

す
る
。
だ
が
、
独
創
的
で
全
く
新
し
い
こ
と
を

始
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
文
学
の
伝
統
の

真
髄
を
学
ん
だ
う
え
で
、
軌
道
修
正
を
行
っ
た
。

子
規
は
俳
句
や
短
歌
を
、
短
詩
型
文
学
と
し
て

確
立
し
た
功
労
者
だ
っ
た
。

　
１
月
、「
芭
蕉
白
河
の
関
俳
句
賞
」
の
表
彰
式

が
あ
っ
た
。
歌
枕
の
地
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
て
か
、

全
国
か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
っ
た
。
選
者
の
一

人
は
神こ

う

野の

紗さ

希き

さ
ん
。「
感
動
を
鮮
や
か
に
伝
え

る
に
は
17
音
で
十
分
。
俳
句
は
沈
黙
の
詩
」
と

の
講
演
も
面
白
か
っ
た
。
神
野
さ
ん
は
松
山
の

生
ま
れ
。
松
山
と
い
え
ば
正
岡
子
規
。
江
戸
最

後
の
年
に
生
ま
れ
、
35
歳
で
早
逝
し
た
文
学
者
。

小
説
に
も
関
心
を
示
し
た
が
挫
折
。〝
人
間
よ
り

も
花
鳥
風
月
が
好
き
〟
と
、
日
本
の
自
然
・
風

流
を
歌
う
俳
句
・
短
歌
の
道
を
選
ん
だ
。

　
明
治
22
年
、
生
涯
の
友
と
な
る
漱
石
と
出
会

う
。
二
つ
の
大
き
な
魂
は
共
鳴
す
る
。
だ
が
運

命
は
残
酷
。
肺
結
核
を
患
い
喀か

っ

血け
つ

。
当
時
結
核

は
不
治
の
病
。
正
岡
は
我
が
命
を
10
年
余
と
定

め
、
子
規
と
号
し
た
。
子
規
と
は
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
こ
と
。
夏
を
告
げ
る
風
流
な
鳥
。
だ
が
結
核

が
急
増
し
た
明
治
に
は
、
死
病
の
代
名
詞
に
な

る
。
喀
血
す
る
様
子
が
、
赤
い
咽い

ん

喉こ
う

を
見
せ
て

鳴
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
形
容
さ
れ
て
い
た
。

　
だ
が
子
規
は
天
真
爛
漫
。
覇
気
と
情
熱
が
み

な
ぎ
っ
て
い
た
。〝
大
将
に
な
ら
な
い
と
気
が
す

ま
な
い
男
（
漱
石
）〟
は
、
多
く
の
人
材
を
引

き
寄
せ
た
。「
病
と
と
も
に
命
を
燃
や
し
、
為
す

べ
き
こ
と
を
や
る
ぞ
！
」
と
決
意
し
た
。

　
明
治
26
年
、
新
聞
記
者
に
な
る
。
７
月
19
日

か
ら
１
か
月
、
病
を
抱
え
「
奥
の
細
道
」
を
た

ど
る
。
そ
れ
を
『
は
て
知
ら
ず
の
記
』
と
し
て

連
載
。
20
日
、
宇
都
宮
か
ら
白
河
へ
。
搦
目
の

古
城
へ
向
か
い
、
結
城
親
子
の
忠
義
に
感
激
す

る
。 

〝
涼
し
さ
や
む
か
し
の
人
の
汗
の
あ
と
〟。

遊
郭
の
あ
る
中
町
の
宗
匠
宅
に
泊
。
回
想
で
は
、

倦け
ん
　た
い怠
そ
の
も
の
の
俳
風
と
手
厳
し
い
。 

〝
夕
顔

に
昔
の
小
唄
あ
は
れ
な
り
〟。
翌
日
、
天
神
町

の
天
満
宮
に
寄
る
。 

〝
夏
木
立
宮
あ
り
そ
う
な

と
こ
ろ
か
な
〟
と
詠
ん
だ
。

　
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
侵
さ
れ
、
床
に
臥ふ

し
た
ま

ま
の
生
活
へ
。
激
痛
、
号
泣
、
絶
叫
。
死
の
直

前
４
か
月
の
日
々
を
記
し
た
の
が『
病び

ょ
う

牀し
ょ
う

六
尺
』。

〈
病
床
六
尺
、
こ
れ
が
我
が
世
界
で
あ
る
。
し

か
も
こ
の
六
尺
が
余
に
は
広
過
ぎ
る
の
で
あ

る
〉。
わ
ず
か
な
空
間
の
中
で
も
、
知
識
欲
と

好
奇
心
は
衰
え
な
い
。
文
学
や
絵
画
に
女
子
教

育
論
。
何
を
食
べ
誰
と
会
っ
た
か
…
。

　
神
や
仏
を
揶や

　ゆ揄
し
、〈
悟
り
と
は
、
い
か
な
る

場
合
に
も
平
気
で
生
き
て
い
る
事
〉
と
つ
ぶ
や

く
。
生
き
る
喜
び
と
充
実
は
、
耐
え
難
い
苦
痛

を
和
ら
げ
た
。 

〝
糸へ

ち
ま瓜
咲
て
痰た

ん

の
つ
ま
り
し
仏

か
な
〟。
命
が
尽
き
る
自
分
を
笑
い
飛
ば
し
て

い
る
。
何
と
い
う
強
靭
さ
と
ユ
ー
モ
ア
！

　
観
る
も
の
、
思
う
と
こ
ろ
を
、
淡
々
と
描
写

す
る
平
明
な
口
語
体
の
随
筆
は
「
吾
輩
は
猫
で

あ
る
」
に
流
れ
、
現
代
に
続
い
て
い
る
。
子
規

は
、
漱
石
を
文
学
の
世
界
に
引
き
込
み
、
言
文

一
致
を
完
成
さ
せ
た
功
績
者
で
も
あ
っ
た
。

「
子
規
と
俳
句
と
白
河
と
」

市長の手控え帖
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